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厳しい訓練の成果を発揮 !!

成績

第４７回 町消防団ポンプ操法競技大会

【個人の部】

　指揮者　知久 　　忍（第４分団）

　１番員　舘野 　哲治（第４分団）

　２番員　眞瀨 優太郎（第３分団）

　３番員　大髙 　　徹（第３分団）

　４番員　田中　 聖人（第１分団）

【団体の部】　　　　

　優勝　　第３分団

　準優勝　第１分団

　第３位　第２分団

　９月２８日（土）、町総合運動公園多目的広場で、第４７

回町消防団ポンプ操法競技大会が行われ、町内各分団が

日頃の訓練の成果を競い合いました。

野木町の防災 問総務課 撒（57）4112Vol.68

【運動期間中の実施事項】

　毎日１９時に、消防団による火災予防サイレンを鳴らします。

※１５秒鳴らし、６秒停止を３回繰り返します。

　『守りたい　未来があるから　火の用心』

　（２０２４年度全国統一防火標語）

　空気が乾燥し火災の発生しやすい時季を迎え、火災予

防の意識を一層高め、家庭や地域からの火災発生を防止

し、犠牲者や財産の損失を防ぐことを目的として秋季全

国火災予防運動を実施します。

日１１月９日（土）から１５日（金）の７日間

自分たちの町は自分たちで守る !!

令和６年秋季全国火災予防運動

　野木町でも脱炭素活動に協力する宣言をしましたので、

少しでもその目標に近づける施策を考えながら温暖化対策 

に努力しているところです。また、国連が提唱している 

ＳＤＧs＝（持続可能な世界のための１７の目標）を常に念頭

に置き、各政策を進めております。

　町では昨年のダウンバーストによる突風被害や今年

８月の思川の急激な増水の対応等、近年では「災害が

比較的少ない町」などと呑気にしてはいられない状況に

なってきております。今後どのような自然災害が発生 

するかもわかりません。その意味でも、先の１０月６日に 

行いました「全町避難訓練」実施は意義深いものであったと 

思います。各区長様を始め自治会、自主防災、消防団、 

小中学校長、災害ボランティア等多くの皆様のご協力の 

もとに実施できましたことをこの場をお借りし、心より 

御礼申し上げます。これからも災害には備えを怠りなく、

町民の皆様と共に安全安心のまちづくりを促進してまいり

たいと思います。よろしくお願いいたします。

　備えあれば

　皆様には、しばらくぶりの「ひろコラム」ですが、お変わ

りなくお過ごしのこととお喜び申し上げます。私も変わり

なく町政を預かり、皆様と共に歩める喜びを感じながらの

日々を過ごしております。

　さて振り返りますと、今年の夏の暑さは異常な程の高温

が長く続き、皆様におかれましてはその対処に大変なご苦

労をされたことと拝察いたします。

　このような状態が毎年のこととなりますと、平均気温も 

１．５度ぐらい上がってしまい、異常気象による異変が起こ

るなど、地球規模での問題となってきております。現に、

海水温が上がる事での海水の上昇、山火事、洪水の多発等、

各地で悲惨な災害が起きています。全地球規模での減災策

を考えなければならない時となっています。

Ｊアラートの全国一斉情報伝達訓練等の実施について

令和６年度第２回緊急地震速報訓練

日１１月５日（火）１０時頃

容気象庁から訓練用緊急地震速報を配信します。

Jアラート全国一斉情報伝達訓練

日１１月２０日（水）１１時頃

　この訓練は、全国瞬時警報システム（J アラート）を活

用し、J アラートの受信確認や情報伝達手段の起動手順

の確認を行うものです。

※Ｊアラートは、弾道ミサイル情報・緊急地震速報等、　

　対処に時間的余裕のない事態に関する情報を人工衛星

　を用いて国から送信し、防災行政無線や登録制メール

　「野木町防災たより」を自動起動することにより、国か

　ら直接町民の皆様に対し緊急情報を瞬時に伝達するシ

　ステムです。

※訓練は、災害等が発生した場合または発生が懸念され

　る場合、中止することがあります。

【防災無線放送内容例】

①チャイム音　

②「これは、Ｊアラートのテストです」×３　

③「こちらは、野木町役場です」

④チャイム音


